家庭数配付
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　　保護者の皆様
札幌市立北園小学校
校　長　渋谷　一典

令和８年度全国学力・学習状況調査　本校の調査結果の概要について

日頃より本校の教育活動に対し、御理解と御協力をいただき、誠にありがとうございます。６学年対象に実施した上記調査について、札幌市教育委員会から「札幌市の調査結果の概要」が公表されています。本校におきましても、結果や課題、改善の方向等がまとまりましたので、本紙面と学校ＨＰにてお知らせします。
なお、本調査により測定できるのは学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面であることを
御理解願います。

１　教科に関する調査結果から
　　　　　　　　　　　　　　　　　・全国平均との差が＋3.1 ポイント以上⇒『上回っている』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・全国平均との差が±3.0 ポイントの範囲内⇒『ほぼ同程度』
　　　　　　　　　　　　　　　　　・全校平均との差が－3.1 ポイント以下⇒『下回っている』
[image: ]【小学校国語】　
	領域と本校の概要
	調査における課題
	改善の方向

	「話すこと・聞くこと」
・全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回る。
	●自分の考えを根拠（本文の言葉を引用）とともに書く設問で、正答率が全国平均を下回る。

●文章と図表・会話文などを照らし合わせて読み、共通点・相違点をまとめる設問で、自分の考えを表現する設問で正答率が低かった。

●文字数制限や複数条件のある記述問題において、無解答の割合が全国平均より高い傾向にあった。

	○「書くこと」の力の育成を低学年から継続して取り組む。低学年や中学年では、日々の出来事について日記を書く等の活動の充実を目指す。家庭学習の取組としても学校全体で発信を強化していく。高学年では、本文から必要な箇所を引用・推敲して自分の言葉に再構成する経験場面を、授業の中でも設定するなど学習活動の充実を図る。
○視点を定めて情報を整理する思考ツール（表やチャート等）をICT機器を利用し、活用していく。複数の文章や図表を比較する単元では、ベン図や表を用いて「共通点」「相違点」を視覚的に整理してから記述・発言させる過程の充実を図っていく。
○文章を書く活動の中で、苦手意識をもつ児童の支援としてペア活動やグループ活動を積極的に設定する。この交流を通して、それぞれが書く内容について見通しをもてるようにし、学習の充実を図る。

	「書くこと」
・全国平均を下回っている。
	
	

	「読むこと」
・全国平均を下回っている。
	
	

	「言葉の特徴や使い方に関する事項」
・全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回る。
	
	

	「情報の扱い方に関する事項」
・全国平均を上回っている。
	
	




【小学校算数】
	領域と本校の概要
	調査における課題
	改善の方向

	「数と計算」
・全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回る。
	●式の意味や図の根拠を説明する設問において、結果（数値）のみの記述や、問題文の数値をそのまま並べただけの解答が目立っていた。
●「割合や単位量」の設問では、公式への単純代入はできるものの、基準量と比較量の関係を線分図等に整理して立式する問題での立式ミス（乗除の逆転など）が多く見られた。

	○対話的学びの導入を大切にするべく、単に答えを導くだけでなく、「なぜその式になるのか」をペアやグループで説明し合う活動の充実を全学年で図っていく。
○低学年から文章題では、必ず問題文を図（具体物・線分図・関係図）に表す過程を挟み、式と図の意味を相互に関連付けて理解を図る活動の充実を図る。
○ICT機器を生かしデジタル教材の活用を促進します。視覚的に変化や関係性を捉えられるデジタルコンテンツを活用し、概念の直感的理解を深めます。ものの形について観察したり、構成したりする活動を通して、基本的な図形についての理解を深めます。また、様々な図形を作図する力の習得を目指していきます。

	「図形」
・全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回る。
	
	

	「測定」
・全国平均を下回っている。
	
	

	「変化と関係」
・全国平均を下回っている。
	
	

	「データの活用」
・全国平均を下回っている。
	
	


２　児童に対する質問調査から
	[image: ]＜全国平均よりも肯定的な回答が上回っている項目＞

	〇先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。
　→「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的に回答した割合が、全国比プラス３．６ポイント、北海道比プラス２．８ポイント。
〇あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校での活動でプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思いますか。
→「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と肯定的に回答した割合が、全国比プラス７．１ポイント、北海道比プラス１．２ポイント。
〇英語の勉強は好きですか。
→「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の肯定的な回答が全国比プラス　　
１８．３ポイント。北海道比プラス１６．３ポイント。

　※学習成果発表会では、ICT機器を活用した発表が近年増えています。とくに中・高学年では、スライド機能を使って自分たちの考えを発信することも多くなりました。日々の学習でもタブレットを使用した発表形態が多く取られています。そのため、プレゼンテーションに関する肯定的な回答が多くなったと捉えています。英語が好きな児童がたいへん多いのも、北園小学校の特長です。英語専科やALTを中心に子どもたちの英語学習を支えていきたいと思います。

	＜否定的な回答が多かった項目やSNSに関する項目＞

	●自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。
　→「どちらかといえば、当てはまらない」「当てはまらない」と否定的に回答した割合が、全国比１０．５ポイント、北海道比プラス１０．１ポイント多い。
●授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思いますか。
　→「どちらかといえば、当てはまらない」「当てはまらない」と否定的に回答した割合が、全国比１５．８ポイント、北海道比１５．７ポイント多い。
●普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、スマートフォンや携帯電話、パソコン、タブレット、ゲーム機、テレビ等でSNSや動画視聴などをしますか。
　→「2時間以上視聴」を選択した児童の割合が６６．６％おり、全国より９ポイント多い。

　　※全国や北海道の値と比べても、本校児童のSNSや動画視聴の時間は多い傾向があると見取れます。学級では今後もネットモラル学習の充実を目指し、各学年の発達段階に合わせた指導を系統立てて行ってきます。また、養護教諭や栄養教諭とも連携し、保健指導として「食事・睡眠・運動」の大切さを改めて発信し、生活リズムを整えることの重要性を伝えていきます。御家庭におかれましても、問題意識を共有いただき、実態に応じて対応いただきますようお願いします。
※授業で学んだことが次の学習や実生活に結びついたとき、子どもたちの学びはより深くなり、次なる
学びへの意欲につながると考えます。学習の振り返りの部分（リフレクション）を教師が大切にする
ことで、子どもたちから「きっと次も○○できるのかな…」「遊んでいるときに公園で見付けたあ
れって…」という声を引き出していきたいと思います。そのことによって児童の学びを広げていきた
いと思います。
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